
教科：国  語 科目：国語総合                                                                        
 

                                                                                

学習指導要領 都立桜町高等学校 学力スタンダード 
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ア 話題について様々な角度から検討して自分の

考えをもち、根拠を明確にするなど論理の構成や

展開を工夫して意見を述べること。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 目的や場に応じて、効果的に話したり的確に聞

き取ったりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 課題を解決したり考えを深めたりするために、

相手の立場や考えを尊重し、表現の仕方や進行の

仕方などを工夫して話し合うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 話したり聞いたり話し合ったりしたことの内

容や表現の仕方について自己評価や相互評価を

行い、自分の話し方や言葉遣いに役立てるととも

に、ものの見方、感じ方、考え方を豊かにするこ

幅広く調べた内容を整理して自分の考えをもち、

客観的な根拠に基づいて話すことができる。 

 

《具体的な設定例》 

・社会問題などについて、調べたり取材したりした

内容を基に、自分の考えをもつことができる。 

 

・論拠に基づき、反論を想定しながら自分の考えを

話すことができる。 

 

目的や場に応じて、資料などを用いながら、分か

りやすく適切な言葉で話したり、要点を押さえて聞

き取ったりすることができる。 

《具体的な設定例》 

・報告や発表などで、何のために誰に向かって話す

のかを考えて、必要に応じて資料などを用いなが

ら言葉を選んで話すことができる。 

 

・報告や発表などで、要点を押さえながら、話し手

の主張を聞き取ることができる。 

 

 

相手の立場を理解し、相手の考えを踏まえて自分

の考えを説明し、司会者や提案者などの役割に応じ

て円滑に話し合うことができる。 

《具体的な設定例》 

・グループ討議などで、相手と自分の考えの共通点

や相違点をとらえ、相手の考えの根拠を理解し、

自分の考えに生かすことができる。 

 

・司会者や提案者などの役割に応じて、話し合いが

円滑に進むように、話の構成や展開、言葉遣いな

どを考えて話すことができる。 

 

 

 

自己評価や相互評価を自分の話し方や言葉遣い

に生かし、話し手の多様な思いや考えに気付くこと

ができる。 
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ア 相手や目的に応じて題材を選び、文章の形態や

文体、語句などを工夫して書くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 論理の構成や展開を工夫し、論拠に基づいて自

分の考えを文章にまとめること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど、

適切な表現の仕方を考えて書くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

《具体的な設定例》 

・相手や目的、場に応じた言葉遣い、態度、論の構

成・展開の仕方など、自己や他者の良い点・直す

べき点を指摘し、それぞれに込められた思いや考

えに気付くことができる。 

 

 

誰に向かって何のために書くのかを考え、自らそ

の目的に応じた題材や文章の形態を選び、それにふ

さわしい文体や語句を用いて書くことができる。 

《具体的な設定例》 

・自分自身の体験や考えたこと、身の回りのことな

どから目的に応じて題材を選び、材料を収集した

り選択したりすることができる。 

・常体と敬体を相手や目的に応じて使い分けること

ができる。 

・複数の語句や言い回しの中から題材や文章の形態

にふさわしいものを選択することができる。 

 

論理の構成や展開の仕方について理解し、論拠に

基づいて自分の考えを文章にすることができる。 

 

《具体的な設定例》 

・「序論－本論－結論」、「頭括型・尾括型・双括型」

などの文章の組み立て方や進め方を取り入れて、

６００～８００字程度の文章を書くことができ

る。 

・反論を想定しながら、論拠に基づいて自分の考え

をまとめることができる。 

 

 

説明や描写を使い分けるなど、相手や目的、場に

応じた適切な表現の仕方で書くことができる。 

 

《具体的な設定例》 

・事実や事柄などを正確に説明したり、手順や理由

などを論理的に説明したりすることができる。 

 

・情景や人物、心情などを、表現技法などを用いて、

読み手が想像しやすいように描写することがで 
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エ 優れた表現に接してその条件を考えたり、書い

た文章について自己評価や相互評価を行ったり

して、自分の表現に役立てるとともに、ものの見

方、感じ方、考え方を豊かにすること。 

 

 

 

 

ア 文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意

して読むこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 文章の内容を叙述に即して的確に読み取った

り、必要に応じて要約や詳述をしたりすること。 

 

 

 

きる。 

 

自他の文章への評価を通して、自分の表現に生か

し、書き手の多様な思いや考えに気付くことができ

る。 

《具体的な設定例》 

・発想の豊かさや論の構成・展開の仕方など、良い

点・直すべき点を指摘することができる。 

 

 

【現代文】 

文章のそれぞれの形態における表現技法や語句

の使い方の工夫などに注意しながら読むことがで

きる。 

《具体的な設定例》 

・比喩
ゆ

法を理解し、文章中の比喩
ゆ

について説明でき

る。 

・小説の表現や韻文のリズムを、音読・暗唱などを

通して味わうことができる。 

【古典】 

量・難易度とも中程度の文章について、文章の形

態の違いを理解し、表現技法や語句の使い方の工夫

をとらえて読むことができる。 

《具体的な設定例》 

古文 

・文節や単語など区切りに注意して音読することが

できる。 

・物語・随筆・日記・和歌などの違いを理解して、

それぞれの作品を読むことができる。 

漢文 

・漢文の基本的なきまりに従って音読することがで

きる。 

・詩の形態や押韻、対句を指摘することができる。 

 

 

【現代文】 

文脈をとらえ、語句や表現に注意しながら、筆者

の考えなどを読み取ったり、指定された字数で要約

したりすることができる。 
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ウ 文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に

即して読み味わうこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《具体的な設定例》 

・文章中のキーワード、キーセンテンスを筆者の主

張との関係で指摘することができる。 

・文章中の指示語の内容や接続詞の働きを理解して

読むことができる。 

・筆者の主張を抜き出して各段落を要約したり、指

定された条件に従って全体を要約したりすること

ができる。 

 

 

【古典】 

量・難易度とも中程度の文章について、主要な文

語のきまりや訓読のきまりに注意しながら、語句や

表現に即して読み取ることができる。 

《具体的な設定例》 

古文 

・用言・助動詞、基本的な助詞・敬語、係り結び、

和歌の修辞などを理解して、文章を読み取ること

ができる。 

漢文 

・訓点や再読文字、基本的な置き字・句法について

理解して、文章を読み取ることができる。 

 

 

【現代文】 

登場人物の行動や性格、心情の変化、ものの見方、

感じ方、考え方をとらえることができる。 

 

 情景描写から心情を読み取ることができる。 

 

《具体的な設定例》 

芥川龍之介『羅生門』などで 

・登場人物の言動や、心情とその変化を読み取り、

説明できる。                                    

・比喩表現などから状況や心情をとらえて説明でき

る。 

【古典】 

量･難易度とも中程度の文章の場面や人物を押さ

え、行動や心情を読み取ることができる。 
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エ 文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方

について評価したり、書き手の意図をとらえたり

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、

ものの見方、感じ方、考え方を豊かにしたりする

こと。 

 

 

 

 

《具体的な設定例》 

古文 

『伊勢物語』「芥川」などで 

・人物（行動や心情）、情景（場面、状況、風景）、

出来事（何を、どうした）を読み取ることができ

る。 

・和歌に込められた男の心情を理解する。 

 

                                                                                                     

漢文 

杜甫「春望」などで 

・描かれた人物、場面、時代や場所、状況、出来事、

情景を読み取ることができる。 

・「白頭掻更短」のような間接的な表現に込められ

た作者の心情を理解する。 

 

様々な文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の

仕方について、その効果を指摘したり、書き手の主

張や目的をとらえたりすることができる。 

 

《具体的な設定例》 

・各段落の働きを理解し、段落相互の関係を読み取

ったり、「序論・本論・結論」などの文章の組み

立てを指摘したりすることができる。 

 

・情景や心情の変化をたどり、作品全体の筋をとら

えて説明できる。 

・用いられている文体の効果や、語句の工夫、対比・

比喩
ゆ

などの表現技法を説明できる。 

 

・書き手の主張や意図を読み取ることができる。 

 

 

様々な形態・内容・分野の本や文章を読み、そこ

から得た情報を評価し、目的に応じて活用したり、

自分の考えを深めたりすることができる。 

《具体的な設定例》 

・様々な形態や幅広い内容・分野の本や文章を、書 
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ア 伝統的な言語文化に関する事項 

（ア）言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化

との関係について気付き、伝統的な言語文化へ

の興味・関心を広げること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）文語のきまり、訓読のきまりなどを理解する

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 言葉の特徴や決まりに関する事項 

（ア）国語における言葉の成り立ち、表現の特色及

び言語の役割などを理解すること。 

店や図書館だけでなく、ウェブページなど幅広い

方法で入手し、読むことができる。 

 

・読んだ本や文章から、必要な情報を読み取り、目

的に応じて活用することができる。 

 

・読んだ文章を評価することを通して、文章に表れ

た書き手の多様な思いや考えに気付くことがで

きる。  

 

  

日本の伝統的な言語文化について主要な事柄を

知り、また外国の文化の影響を理解する。 

 

《具体的な設定例》 

・和歌の朗詠･贈答の慣習、三大集、歌物語などに

ついて理解する。 

 

・主要な古典知識（月の異名、十二支、古時刻･古

方位、年中行事）や価値観（結婚観や宗教観など）

について理解する。 

・中国の文字や書物の影響のうち主要なもの（故事

成語、漢詩など）について理解する。 

  

主要な文語のきまり、訓読のきまりを理解し、文

章の音読や読解を行うことができる。 

《具体的な設定例》 

・歴史的仮名遣い、用言の活用、助動詞・基本的な

助詞（「ば」など）の意味･用法、係り結び、敬語、

和歌の修辞などを理解する。 

 

 

・訓点や再読文字、基本的な置き字・句法について

理解し、訓読したり書き下し文に改めたりするこ

とができる。   

 

 

 

【現代文】 

語句、語彙の構造的な仕組みとしての成り立ちに 
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（イ）文や文章の組立て、語句の意味、用法及び表

記の仕方などを理解し、語彙を豊かにするこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついて主要な事柄を理解し、また、他の言語との

比較から明らかになる表現の特色や、社会における

言語の役割について主要な事柄を認識し、活用する

ことができる。 

《具体的な設定例》 

・熟語の構成における主述関係や修飾、被修飾の関

係などを説明できる。 

・和語、漢語、外来語の区別やそれぞれの語感の違

い、具体的な使われ方などを理解する。 

 

・言語の主要な機能を理解し、それが個人や対人的

な領域だけでなく、社会的な領域で実現されてい

ることを理解する。 

【古典】 

言葉の歴史的な成り立ちと変遷、語彙の歴史的な

経緯について主要な事柄を知る。 

《具体的な設定例》 

・歴史的仮名遣いを理解して古文を正しく読んだ

り、表記したりすることができる。 

・主要な古今異義語（あはれなり、おどろく、のの

しるなど）の意味の違いを知る。 

 

【現代文】     

文の成分や文章の構成、語句の意味、用法及び表

記の仕方などについて主要な事柄を知り、活用する

ことができる。 

《具体的な設定例》 

・文の成分を理解し、照応関係に注意して文を書く

ことができる。 

・難易度が中程度の文章の段落構成を理解し、また、

それを意識して文章を書くことができる。 

・難易度が中程度の文章について、語句の意味・用

法を理解し、また適切に用いることができる。 

・説明的文章に使用される語句のうち主要なもの

（相対、抽象、エゴイズム、グローバルなど）の

意味を理解する。 

 

【古典】 

古語辞典や漢和辞典を活用し、基本的な古語や漢語

の意味を理解する。              
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ウ 漢字に関する事項 

（ア）常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字が書け

るようになること。 

 

 

《具体的な設定例》 

・基本的な古語（おぼえ、ながむ、あさまし、いか

で など）80語程度の意味を理解する。 

・基本的な漢語（豈、被、耳、況、已など）40語程

度の意味を理解する。 

 

 

常用漢字の大体を読み、学年別漢字配当表の漢字

1006字を含む1600字程度を書くことができ、文や

文章の中で使うことができる。 
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 世界諸地域の生活・文化及び地球的課題につい

て、地域性や歴史的背景を踏まえて考察し、現代世

界の地理的認識を深めるとともに、地理的技能及び

地理的な見方や考え方を身に付けさせる。 

 

ア 地球儀や地図からとらえる現代世界 

地球儀と世界地図との比較、様々な世界地図の

読図などを通して、地理的技能を身に付けさせる

とともに、方位や時差、日本の位置と領域、国家

間の結び付きなどについてとらえさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔位置、方位、時差〕 

・地球儀や世界地図を活用して、東京の対蹠
しょ

点の位置

を理解するとともに、地軸の傾きによる季節変化や

回帰線・極圏について理解する。 

・日付変更線やサマータイム制度について理解し、それ

らを含めた時差の計算ができる。 

 

 

〔地球儀、世界地図〕 

・メルカトル図法やミラー図法、正距方位図法、ホモロ

サイン図法などの図法の特徴を理解し、用途に応じて

適切な図法を使用することができる。 

 

〔日本の位置と領域〕 

 

 

・国境には自然的国境や人為的国境があることを理解す

る。また、日本固有の領土である北方領土問題と竹島、

尖閣諸島の現状について歴史的経緯を踏まえて理解

する。 

 

 

〔国家間の結び付き〕 

・主題図と統計を活用して加工貿易や垂直・水平貿易、

国際分業などについて理解する。 

 

・年次の異なる主題図や統計を活用して交通の発達によ

る地域の変容や観光による国際的な人々の結び付き

について理解する。 
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イ 世界の生活･文化の多様性 

世界諸地域の生活･文化を地理的環境や民族性

と関連付けてとらえ、その多様性について理解さ

せるとともに、異文化を理解し尊重することの重

要性について考察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 地球的課題の地理的考察 

  環境、資源・エネルギー、人口、食料及び居住・

都市問題を地球的及び地域的視野からとらえ、地

球的課題は地域を越えた課題であるとともに地

域によって現れ方が異なっていることを理解さ

せ、それらの課題の解決には持続可能な社会の実

現を目指した各国の取組や国際協力が必要であ

ることについて考察させる。 

 

〔自然環境と人間生活〕 

・狭まるプレート境界に地震や火山が多いことを、そ

の構造とともに理解する。また、広がる境界は海底

に多く分布するが、アイスランドなど一部は地上で

見られることを知る。 

・世界や日本の主な地形について、その成因や人間生

活との関わりを理解できる。 

・大気の大循環やモンスーンについて理解するととも

に、ケッペンの気候区分の分布と特色、人々の生活に

ついて理解する。 

 

 

 

〔宗教、民族と人間生活〕 

・世界の多くの地域で宗教は日常生活深くに根ざしてい

ることを理解するとともに、民族と言語、宗教との関

連を理解する。また、歴史的背景から一部に民族問題

や地域紛争が存在することを知る。 

 

 

〔世界の諸地域の生活･文化と多様性〕 

・世界の諸地域の生活・文化について、諸資料を活用し

て、地形、気候をとらえるとともに、歴史的背景を踏

まえて宗教、民族、農業、工業、商業、貿易、日本と

のつながりなどと関連付けてとらえ、世界の多様性に

ついて理解する。また、異文化を理解し尊重すること

の重要性について理解する。 

 

〔地球的課題と解決に向けた取組〕 

・様々な地球的課題について、それぞれの内容について

世界的な視野から理解する。 

 

 

・地球的諸課題は、同じ原因であっても、自然環境や地

域性の違いにより、地域によって現れ方が異なること

を理解している。 
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(2) 

生 

活 

圏 

の 

諸 

課 

題 

の 

地 

理 

的 

考 

察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活圏の諸課題について、地域性や歴史的背景を

踏まえて考察し、地理的技能及び地理的な見方や考

え方を身に付けさせる。 

 

ア 日常生活と結び付いた地図 

身の回りにある様々な地図の収集や地形図の

読図、目的や用途に適した地図の作成などを通し

て、地理的技能を身に付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 自然環境と防災 

我が国の自然環境の特色と自然災害とのかか

わりについて理解させるとともに、国内にみられ

る自然災害の事例を取り上げ、地域性を踏まえた

対応が大切であることなどについて考察させる。 

 

 

 

 

 

 

・地球的諸課題を解決する方向性について、その背景に

南北問題が存在することを理解するとともに、地球的

課題の解決に向けて、例えば日常生活において取り組

むべき課題などを理解する。 

 

 

 

 

 

〔身の回りにある地図の収集と地形図の読図〕 

・市街図、道路地図、観光案内図などの身の回りにある

様々な地図を収集し、その特徴を理解する。 

 

・地形図において、縮尺を用いて実際の距離や等高線か

ら任意の地点間の標高差を求めたり、尾根と谷を見分

けたりすることができる。土地利用と人間生活のかか

わりを理解するとともに、同じ地域の新旧の地形図を

比較することで、地域の変容を理解する。 

 

〔主題図の作成〕 

・土地利用図や階級区分図、図形表現図やイラストマッ

プを活用することができる。地理情報システム（ＧＩ

Ｓ）の活用例を理解する。  

 

 

〔我が国の自然環境の特色と自然災害〕 

・我が国の地形、気候の特色と過去に発生した主な自然

災害について理解するとともに、過去の自然災害への

対応について土地利用、集落の位置や家屋の形状など

から理解する。 

 

〔自然災害と防災〕 

・生活圏の自然環境について理解し、ハザードマップ

を読み取り、自然災害の危険性について理解する。 

 

〔課題解決のための地域調査〕 

・地域調査の方法として直接現地で行う方法と学校の図
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ウ 生活圏の地理的な諸課題と地域調査 

生活圏の地理的な諸課題を地域調査やその結

果の地図化などによってとらえ、その解決に向け

た取組などについて探究する活動を通して、日常

生活と結び付いた地理的技能及び地理的な見方

や考え方を身に付けさせる。 

書館などで文献や資料を利用する方法を理 解する。 

・調査結果を、図表、地図などで表現する適切な方法

を選択できる。 
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(1)

数

と

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 数と集合 

（ア）実数 

   数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単

な無理数の四則計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）集合 

   集合と命題に関する基本的な概念を理解

し、それを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 式 

（ア） 式の展開と因数分解 

   二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解

を深め、式を多面的にみたり目的に応じて式

を適切に変形したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 数を実数まで拡張する意義や有理数、無理数の違い

を理解し、様々な無理数の四則計算ができる。 

(例)①
25

25




の分母の有理化する。 

  ②
2

25
,

2

35 



 yx のとき、 

  22 yx   、 33 yx  の式の値を求める。 

  ③方程式 132 x を解く。 

 

 

 

・ 集合に関する概念を理解し、２つの集合の関係や３

つの集合に関しても共通部分、和集合、補集合など

が考察できる。 

・ ド・モルガンの法則を理解できる。 

例)①全体集合Ｕ＝｛1,2,3,4,5,6,7,8,9｝の部分集合A,B 

について BA ＝｛1,9｝、 BA ＝｛2｝ 

  BA ＝｛4,6,8｝であるとき、次の集合を求める。 

  (1) BA  (2)A  (3)B 

 

 

 

・ 指数法則を理解し、２次・３次の展開公式、因数分

解公式を利用できる。 

・ 展開と因数分解の関係に着目し、因数分解の検算に

展開を利用する態度がある。 

・ 因数分解を行うのに文字の置き換えや適切な形に処

理することによって複雑な因数分解ができる。 

(例)① ))()(( 22 bababa  を展開する。 

  ② 98 24  xx を因数分解する。 

   また、求めた式を展開して元の式と一致すること

を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 



教科：数  学 科目：数学Ⅰ                        作成様式                                                              
 

学習指導要領 桜町高校 学力スタンダード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

図

形

の

計

量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 一次不等式 

   不等式の解の意味や不等式の性質について

理解し、一次不等式の解を求めたり一次不等

式を事象の考察に活用したりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

   鋭角の三角比の意味と相互関係について理

解すること。 

 

 

 

 

（イ）鈍角の三角比 

   三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、

鋭角の三角比の値を用いて鈍角の三角比の値

を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 不等式における解の意味を理解し、１次不等式や連

立不等式の解を、数直線上を用いて表示できる。 

・ 身近な問題を１次不等式の問題に帰着させることが

でき、問題を解くことができる。 

(例)①次の連立不等式を解く。 

   








2)13(2

3483

xx

xx
 

②次の不等式を満たす最小の自然数ｎを求める。 

   200＋12(ｎ-10)≦15ｎ 

  ③１個 60 円の品物Ａと１個 100 円の品物Ｂを合わ

せて10個買い、100円の箱に詰めてもらう。品物

代と箱代の合計金額を 4000 円以下にするとき、

品物Ｂは最大何個買えるか。 

 

 

 

・ 三角比の意味や性質を理解し、直角三角形辺の長さ

を三角比で表す式を理解し、応用問題に利用できる。 

(例)木の根元から水平に９ｍ離れた地点に立って木の

先端を見上げると、水平面とのなす角が35°であっ

た。目の高さを 1.6ｍとして、木の高さを求める。

ただし、小数第２位を四捨五入する。 

 

 

・ 座標を用いた三角比の定義を理解し、360°までの三

角比を考察できる。 

・ 拡張された三角比の相互関係を理解し、利用できる。 

(例)①0°≦θ≦360°とする。 

   
4

7
sin  のとき、  tan,cos を求める。 

・ 三角比を含む対称式・交代式の値を求めることがで

きる。 

(例) 0°≦θ≦360°とする。 

2

1
cossin   のとき、  cossin の値を 

   求める。 
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(3) 

二

次

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）正弦定理・余弦定理 

   正弦定理や余弦定理について理解し、それ

らを用いて三角形の辺の長さや角の大きさを

求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用す

ること。 

 

 

 

 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだす

こと。また、二次関数のグラフの特徴について

理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

   二次関数の値の変化について、グラフを用

いて考察したり最大値や最小値を求めたりす

ること。 

 

 

 

 

 

 

・ 正弦定理、余弦定理を利用して、三角形の残りの辺

の長さ、角の大きさを求めることができる。 

・ 正弦定理をａ：ｂ：ｃ＝sinA：sinB：sinCとして利

用できる。 

(例)①△ABC において、  60,13,2 Cba の

とき、残りの辺の長さと角の大きさを求める。 

  ②△ＡＢＣにおいて、次の式が成り立つとき、Ａの

大きさを求める。 

   sinA：sinB：sinC＝７：５：３ 

 

 

・ 三角比を用いた三角形の面積公式を理解し、決定条

件である２辺とその間の角または３辺から求めるこ

とができる。 

(例)３辺の長さがａ＝３、ｂ＝６、ｃ＝７の三角形の面

積を求める。 

 

 

・ 平方完成を利用して２次関数のグラフの軸と頂点を

調べ、グラフを書くことができる。 

・ ２次関数の平行移動や対称性について理解を深めよ

うとする。 

(例)①２次関数 263 2  xxy の頂点の座標と軸の

方程式、ｙ軸との交点を求め、グラフの概形を描

く。 

  ②放物線 222  xxy を平行移動して放物線 

   1162  xxy に重ねるには、どのように平行

移動すればよいか。 

 

 

・ ２次関数の定義域に制限がある場合に、最大値・最

小値が求められる。また、最大・最小の応用問題に

２次関数を利用できる。 

・ ２次関数の決定において、条件を処理するのに適し

た式の形を使い分けることができる。 

(例)①１辺が10cmの正方形ABCDにそれより小さい正

方形EFGHを内接させる。正方形EFGHの面積を

ｙ㎡とするとき、ｙの最小値を求める。 

  ②２次関数のグラフが３点(1,5)、(2,1)、(3､-7)を通

るとき、その２次関数を求める。 
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(4) 

デ 

 

タ

の

分

析 

 

（イ）二次方程式・二次不等式 

   二次方程式の解と二次関数のグラフとの関

係について理解するとともに、数量の関係を

二次不等式で表し二次関数のグラフを利用し

てその解を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア データの散らばり 

四分位偏差、分散及び標準偏差等の意味につ

いて理解し、それらを用いてデータの傾向を把

握し、説明する。 

 

 

 

 

 

イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解し、それらを

用いて二つのデータの相関を把握し説明するこ

と。 

 

・ ２次方程式の解と２次関数のｘ軸との交点との関係

を理解し、因数分解・解の公式を利用して解くこと

ができる。 

・ ２次関数のグラフとｘ軸との共有点の個数や位置関

係を判別式の符号から考察することができる。 

(例)①２次関数 13 2  xxy のグラフとｘ軸の共

有点の座標を求める。 

  ②２次関数 mxxy  2
のグラフがｘ軸に接す

るとき、定数ｍの値を求める。また、そのときの

接点の座標を求める。 

 

・ ２次不等式の解と２次関数の値の符号を相互に関連

させて考察できる。２次不等式をグラフを利用して 

  解くことができる。 

・ 身近な問題を２次不等式の問題に帰着させることが

でき、問題を解くことができる。 

(例)①２次不等式 0222  mmxx の解がすべて

の実数であるとき、定数ｍの値を求める。 

②周の長さが20ｍで、縦の長さが横の長さ以下の長

方形状の囲いを作る。囲いの面積を 21 ㎡以上に

するには、縦の長さをどのような範囲にとればよ

いか。 

 

・範囲の定義や四分位範囲の定義の意味を理解し、それ

を求め、データの散らばりを比較することができる。 

(例)次のデータは、ある年のＡ市とＢ市における月ごと

の降水日数である。このデータの範囲、四分範囲を

求める。また、データの散らばりの度合いが大きい

のは、Ａ市、Ｂ市どちらか。 

   Ａ市：7,4,9,7,10,13,14,7,4,12,13,5 

 Ｂ市：19,16,12,11,6,8,21,13,10,14,18,22 

 

・ 相関係数の定義とその意味を理解し、相関係数は散

布図の特徴を数値化したものであることを理解して

いる。 

(例)10 人の生徒に 10 点満点の２種類のテストＡ，Ｂを

行った結果である。テストＡ，Ｂの得点の相関係数

を求め、どのような相関関係があると考えられる

か。 

テストＡ：8,9,6,2,10,3,8,4,1,9 

テストＢ：2,2,5,5,2,5,4,4,7,4 

― 
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(1) 

生

物

と

遺

伝

子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 生物の特徴 

（ア）生物の共通性と多様性 

   生物は多様でありながら共通性をもってい

ることを理解すること。 

 

 

 

 

（イ）細胞とエネルギー 

   生命活動に必要なエネルギーと代謝につい

て理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

イ 遺伝子とその働き 

（ア）遺伝情報とＤＮＡ 

   遺伝情報を担う物質としてのＤＮＡの特徴

について理解すること。 

 

 

 

 

 

（イ）遺伝情報の分配 

ＤＮＡが複製され分配されることにより、遺

伝情報が伝えられることを理解すること。 

 

 

 

（ウ）遺伝情報とタンパク質の合成 

ＤＮＡの情報に基づいてタンパク質が合成

されることを理解すること。 

 

 

 

 

 

・生物の共通性と多様性の具体例を挙げることができ

る。 

・原核生物と真核生物の大きさと構造上の違いを理解

する。 

 

 

 

・ＡＴＰでエネルギーが出入りする仕組みについて理

解する。 

・酵素の触媒としての働きを理解する。 

・呼吸と光合成の反応過程における物質の出入りとＡ

ＴＰ合成を理解する。 

・ミトコンドリアと葉緑体が細胞内共生によるもので

あることを理解する。 

 

 

 

 

・ＤＮＡの塩基配列が遺伝情報になることを理解する。 

・ヌクレオチドの構造とＤＮＡの塩基の相補性につい

て理解する。 

・遺伝子とゲノムの関係について理解する。 

 

 

 

 

・細胞周期はＤＮＡの複製と分配の繰り返しであるこ

とを理解する。 

・体細胞分裂時に染色体が分離することで、ＤＮＡが

均等に娘細胞に分配されることを理解する。 

・遺伝情報の転写と翻訳を理解する。 

 

・生体内で働くタンパク質の例を挙げ、多様な生命現

象を支えていることを理解する。 

・細胞によって働いている遺伝子が異なることを理解

する。 
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(2)

生

物

の

体

内

環

境

の

維

持 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 生物の体内環境 

（ア）体内環境 

体内環境が保たれていることを理解するこ 

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）体内環境の維持の仕組み 

体内環境の維持に自律神経とホルモンがか

かわっていることを理解すること。 

 

 

 

 

 

 

（ウ）免疫 

免疫とそれにかかわる細胞の働きについて

理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・血液・リンパ液・組織液は常に循環・移動し、互い

に関係しながら体内環境を一定の状態に保っている

ことを理解する。 

・血液の生成場所、各血球と血しょうの働きについて

理解する。 

・血液の体循環・肺循環について理解する。 

・肝臓・腎臓の構造と機能について理解する。 

・血液凝固反応の仕組みについて理解する。 

 

 

 

 

 

・交感神経・副交感神経の違いについて理解する。 

・ホルモンによる調節の仕組みを理解する。 

・自律神経系と内分泌系（ホルモン）がともに働くこ

とによって、血糖濃度が調節されていることを理解

する。 

 

 

 

 

・体液性免疫と細胞性免疫での細胞の働きについて理

解する。 

・予防接種と血清療法の違いについて理解する。 

・アレルギーやエイズの発症する仕組みについて理解

する。 
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学習指導要領 都立桜町高校 学力スタンダード 

(3) 

生

物

の

多

様

性

と

生

態

系 

ア 植生の多様性と分布 

（ア）植生と遷移 

陸上には様々な植生がみられ、植生は長期的

に移り変わっていくことを理解すること。 

 

 

 

 

 

（イ）気候とバイオーム 

気温と降水量の違いによって様々なバイオ

ームが成立していることを理解すること。 

 

 

 

 

イ 生態系とその保全 

（ア）生態系と物質循環 

生態系では、物質が循環するとともにエネル

ギーが移動することを理解すること。 

 

 

 

 

（イ）生態系のバランスと保全 

生態系のバランスについて理解し、生態系の

保全の重要性を認識すること。 

 

 

 

 

・植生の違いは、光や土壌、気温、降水量などの要因

によることを理解する。 

・遷移のモデル的過程を具体的な種名とともに理解す

る。 

・土壌形成などの生物の環境形成作用が遷移と深く関

係していることを理解する。 

 

 

・地球上には気温と降水量に応じて様々なバイオーム

が存在していることを理解する。 

・世界のバイオームの特徴を具体的な種名とともに理

解する。 

 

 

 

・生態系では、光合成・呼吸・食物連鎖・有機物の分

解作用などの生命活動によって炭素や窒素が循環

し、再利用されていることを理解する。 

・生態系で生物が利用するエネルギーの大部分は、太

陽の光エネルギーに由来することを理解する。 

 

 

 

・生態系のバランスを維持する仕組みがあることを理

解する。 

・外来生物の移入や森林の乱伐など人間の活動によっ

て生態系が撹乱された例を理解し、生態系の保全の

重要性を知る。 
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学習指導要領 都立桜町高校 学力スタンダード 

聞

く

こ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読

む

こ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 事物に関する紹介や対話などを聞いて、情報

や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえ

たりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 説明や物語などを読んで、情報や考えなどを

理解したり、概要や要点をとらえたりする。ま

た、聞き手に伝わるように音読する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・相づちを打ったり、繰り返しや説明を求めたり、言 

い換えて確認したりするなどして、相手の話に関心 

をもって聞き続けることができる。 

・聞き取れない単語や未知の語句があっても、つなが 

り を示 す語 句（ according to, as a result, 

however, in other words, on the other hand な

ど）に注意しながら、内容を推測するなどして聞き

続けることができる。 

・事物に対する紹介や対話などを聞いて、箇条書きで 

メモを取るなどして情報を整理したり、展開を予想 

したりするなどして、聞き続けることができる。 

・複数の段落のまとまった長さの文章について、情報 

や考え、事実と意見を区別し、整理しながら聞くこ 

とができる。 

・英語による説明や意見を聞いて理解することができ 

る。 

・場面や状況、相手の表情などを踏まえて、話し手の 

意図を把握し、質問や指示などに適切に応じること 

ができる。 

・リズムやイントネーションなどに表れる話し手の意 

図や気持ちを捉え、音のつながりや欠落に注意して 

的確に聞くことができる。 

・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣など、

「聞くこと」の言語活動を深めていくために必要な 

文化的背景について理解する。 

 

 

・自発的に英和辞典を活用しながら、300 語程度以上

の教科書の文章を読んで、概要や要点を捉えること

ができる。 

・教科書の文章を読んで、文中に未知の語句があって 

も、論理展開を考えて、推測しながら読み続けるこ 

とができる。 

・教科書の文章の単語の発音及び文章のリズムやイン 

トネーションに気を付けて、聞き手に的確に伝わる 

ように明瞭に音読することができる。 

・教科書の文章全体を、適切な速度と音量で音読する 

ことができる。 

・教科書の文章を読んで、つながりを示す語句の知識 

に注意しながら、英語の論理展開を理解する。 



教科：外 国 語 科目：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ                    別紙１                                                                    
 

                                                         

学習指導要領 都立桜町高校 学力スタンダード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話

す

こ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経

験したことに基づき、情報や考えなどについ

て、話し合ったり意見の交換をしたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書及びサイドリーダーなどの文章を読んで、事 

実と意見などを区別して内容を理解し、自分なりの 

意見や感想を論理的に英語で交換することができ 

る。 

・教科書の文章の段落の中で、トピック・センテンス 

とサポーティング・センテンスの関係を理解し、各 

段落の役割と文章全体の流れを理解する。 

・抽象的な内容（例えば言語の多様性、生命倫理な 

ど）を含む文章を読み取るための語句や、文法事項 

を理解する。 

・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣など、

「読むこと」の言語活動を深めていくために必要な 

文化的背景について理解する。 

・英字新聞やインターネットを活用し、必要な情報を 

読み取ることができる。 

 

 

 

 

・300 語程度以上の教科書の文章の内容を理解した後 

に、英語の質問を聞いて、根拠を示しながら文章で 

答えることができる。 

・教科書で扱った内容について、既習の語句や表現を 

応用して、ワークシートやメモなどを活用しなが 

ら、その概要を英語で相手に伝えることができる。 

・ペアやグループで、幅広い話題について、学んだこ 

とや経験したことに基づき、根拠を示しながら話し 

合ったり意見を交換したりすることができる。 

・うまく言えないことがあっても、既習の語句や表現 

を効果的に用いて、情報や考えを相手に伝えること 

ができる。 

・単語の発音に気を付けながら、場面や状況、相手の 

反応などを踏まえて、適切なリズムやイントネーシ 

ョンを用い、十分な声の大きさ、適切な速度で積極 

的に話すことができる。 

・話合いや発表で必要となる語句や表現、文法事項を 

身に付けている。 

・新聞記事やニュースなどの情報に基づき、話し合っ 

たり意見の交換をしたりすることができる。 

・事実と意見などを区別して、既習の表現を効果的に 
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学習指導要領 都立桜町高校 学力スタンダード 

 

 

 

 

 

 

書

く

こ

と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経

験したことに基づき、情報や考えなどについ

て、簡潔に書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

用いて論理的に話すことができる。 

・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣など、

「話すこと」の言語活動を深めていくために必要な 

文化的背景について理解する。 

 

 

・既習の語句や表現、文法事項を活用して、間違うこ 

とを恐れずに、学んだことや経験したことに基づ 

き、幅広い話題について60 語程度の文章を書くこと 

ができる。 

・教科書の文章について、パートごとに、４～５文程 

度の要約文を書くことができる。 

・教科書の文章や、聞いたり読んだりした内容につい 

て、60 語程度で感想や意見を書くことができる。 

・トピック・センテンスやサポーティング・センテン 

スの構成を考え、つながりを示す語句を適切に用い 

ながら、論理の展開が明確な文章を書くことができ 

る。 

・手紙や電子メールの書き方などの知識を身に付け、 

意見交換したり、話をまとめたりすることができ 

る。 

・事実と意見などを区別して、既習の表現を適切に用 

いて論理的に書くことができる。 

・自分で書いた文章を読み直し、表現の曖昧さをなく 

したり、語句や文法などの誤りを正したりして、論 

点が明確で、読み手に分かりやすい文章を書くこと 

ができる。 

・うまく表現できないことがあっても、既習の語句や 

表現を効果的に用いて書くことができる。 

・必要に応じて英和辞書などを活用して書く。 

・英語を使用している人々の日常生活、風俗習慣など、

「書くこと」の言語活動を深めていくために必要な 

文化的背景について理解する。 
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